
○柳澤首席副校長のコメント

平成２４年１１月８日（木）

琵琶湖河川事務所は、平成１８年度より京都府立洛北高等学校附属中学校（以下、「附属中
学校」）の３年生に出前講座を行っており、今年で連続１０回目を数えます。
附属中学校は、中高一貫教育の基本コンセプトを「ＳＣＩＥＮＣＥ」とし、文部科学省より

スーパーサイエンスハイスクールの指定を受け、数学・理科分野において特色ある教育活動を
展開しています。前身の旧制中学校の卒業生には湯川秀樹、朝永振一郎というノーベル賞受賞
者がおられます。
平成２７年度も、学校からのご依頼を受け、琵琶湖河川事務所の事業等について、ご説明さ

せていただきました。

○日 時：平成２７年７月１４日（火）
１３：３０～１５：３０

○対 象：３年生 約８０名
○テーマ：「琵琶湖・淀川水系の治水・利水

・環境の概要
～これまでとこれから～」

湯川博士・朝永博士の母校に出前講座１０年目
ー琵琶湖河川事務所ー

H27.7.16

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
琵琶湖河川事務所 調査課
０７７－５４６－０８６７

概要

【生徒代表のごあいさつ】

【琵琶湖浸水想定区域の説明】 【クイズに答える】 【さまざまな質問が出ました】

洛北高校附属中学校 以下、学校パンフレットより。

洛北高校は、明治３年に京都府中学校として開校。
これは日本最古の中学校であり、その後、改称を

経て、昭和２３年京都府立洛北高等学校として創立。

附属中学校は、平成１６年に併設。

『本校の「洛北サイエ
ンス」では、様々な外
部機関と連携した発展
的な学習に取り組んで
います。
琵琶湖河川事務所の

出前講座は、自然、生
物、歴史、防災、工学
など領域が多岐にわた
り、毎年、生徒の知的好奇心を大い
に高めます。
教科書では学べないことを知るこ

とに大きな喜びを感じています。』


